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11
月
24
日
、
県
央
の
拠
点
と
し
て
隣
り
合
う
諫
早
市
と

大
村
市
の
連
携
を
一
層
深
め
る
た
め
、
両
市
の
市
長
、
市

議
会
議
長
、
商
工
会
議
所
会
頭
な
ど
約
70
人
が
参
加
し
、

両
市
の
市
境
に
位
置
す
る
鈴
田
峠
で
「
第
１
回
県
央
二
市

サ
ミ
ッ
ト
」
を
開
催
し
、
両
市
の
特
性
や
資
源
を
生
か
し

た
ま
ち
づ
く
り
な
ど
に
つ
い
て
活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

左から、大村市側の角谷省一商工会議所会頭、廣瀬政和市議会議長、
松本崇市長、コーディネーター・菊森淳文氏（中央）、諫早市側の宮本
明雄市長、並川和則市議会議長、髙尾茂商工会議所会頭

かくやしょういち ひろせまさかず

なみかわかずのり たか お しげる

OMURA ISAHAYA　　　　    SUMMIT OMURA ISAHAYA　　　　    SUMMIT 

大村市大村市 諫早市諫早市

鈴
田
峠

鈴
田
峠

　

第
１
部
の
基
調
講
演
で
は
、
な
が
さ
き
地

域
政
策
研
究
所
常
務
理
事
の
菊
森
淳
文
氏

が
、「
県
央
二
市
の
連
携
と
将
来
展
望
に
つ

い
て
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
、「
守
り
の
合
併
」

で
は
な
く
「
攻
め
の
連
携
」
が
更
な
る
「
力
」

を
生
み
出
し
、
そ
の
力
が
「
よ
り
県
を
強
く

す
る
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

第
２
部
の
サ
ミ
ッ
ト
は
、
菊
森
氏
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と

し
、
宮
本
明
雄
諫
早
市
長
、
松
本
崇
大
村
市
長
、
並
川
和
則
諫

早
市
議
会
議
長
、
廣
瀬
政
和
大
村
市
議
会
議
長
、
髙
尾
茂
諫

早
商
工
会
議
所
会
頭
、
角
谷
省
一
大
村
商
工
会
議
所
会
頭
の
６

人
を
パ
ネ
ラ
ー
と
し
て
活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

出
さ
れ
た
主
な
意
見　

※

抜
粋

■
二
市
連
携
の
メ
リ
ッ
ト
や
課
題

・
都
市
間
の
機
能
分
担
・
分
散
が
課
題
で
あ
り
、

　

こ
れ
か
ら
は
「
競
合
か
ら
協
調
へ
」
の
時
代

・
国
道
34
号
の
渋
滞
解
消
の
た
め
の
道
路
拡
幅 

　

の
推
進

・
農
産
物
の
県
央
を
代
表
す
る
よ
う
な
特
色
ブ

　

ラ
ン
ド
づ
く
り

・
両
市
の
個
性
を
生
か
し
た
観
光
誘
致
活
動

・
諫
早
・
大
村
の
花
祭
り
な
ど
ビ
ッ
グ
イ
ベ
ン
ト
の
合
同
開
催

・
長
崎
街
道
の
積
極
的
な
活
用

・
白
木
峰
〜
富
川
渓
谷
〜
黒
木
〜
野
岳
ラ
イ
ン
の
観
光
ル
ー
ト
の
開
発

・
島
原
半
島
ま
で
を
視
野
に
入
れ
た
観
光
開
発

・
伝
統
芸
能
や
子
ど
も
た
ち
の
交
流
か
ら
の
継
続
し
た
取
り
組
み

■
参
加
者
の
意
見

・
祭
り
の
出
し
物
交
流
や
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
の
両
市
合
同
開
催

・
大
村
湾
を
活
用
し
た
マ
リ
ン
ス
ポ
ー
ツ
体
験
観
光
客
の
誘
致

■
今
後
の
二
市
の
展
望

・
両
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
の
情
報
発
信

・
イ
ベ
ン
ト
の
共
同
開
催

・
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
生
か
し
た
観
光
客
の
誘
致

・
小
学
校
体
育
祭
・
中
総
体
の
合
同
開
催
に
よ

　

る
交
流
の
拡
大

・
諫
早
の
ん
の
こ
祭
り
・
大
村
秋
ま
つ
り
で
伝
統

　

文
化
の
交
流

・
市
民
レ
ベ
ル
で
連
携
し
た
ス
ポ
ー
ツ
・
物
産
交

　

流
の
実
現

・
次
回
は
、
女
性
や
若
者
の
パ
ワ
ー
に
よ
る
交
流
を

・
今
回
の
サ
ミ
ッ
ト
は
歴
史
的
な
一
歩
、
高
か
っ
た
鈴
田
峠
が
低
く

　

な
っ
た

　

最
後
に
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
菊
森
氏
か
ら
、「
今
で
き

る
こ
と
か
ら
や
っ
て
い
く
こ
と
が
大
事
で
あ
り
、
例
え
ば
市
民

交
流
、
ス
ポ
ー
ツ
交
流
、
祭
り
と
い
う
よ
う
な
身
近
な
と
こ
ろ

か
ら
や
っ
て
み
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
行
政
、
民
間
そ
れ
ぞ

れ
の
立
場
か
ら
運
動
を
進
め
、
継
続
的
に
積
極
的
に
や
っ
て

い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
今
日
の
県
央
二
市
サ
ミ
ッ
ト
を
き
っ

か
け
に
し
て
、
今
後
も
県
央
が
長
崎
県
を
牽
引
し
て
い
け
る

よ
う
な
地
域
に
し
て
い
く
に
は
ど
う
し
た
ら
い
い
か
と
い
う
観

点
か
ら
多
く
の
意
見
を
い
た
だ
き
た
い
」
と
締
め
く
く
り
サ

ミ
ッ
ト
は
終
了
し
ま
し
た
。

　

第
３
部
で
は
参
加
者
の
交
流
会
を
行
い
、
更
に
両
市
の
連

携
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

コーディネーター
菊森淳文氏
きくもりあ つ ふ み

ま つ  も と  た か し

　

佐
賀
県
嬉
野
市
で
九
州
新
幹
線
西
九
州
ル
ー
ト
沿

線
５
市（
武
雄
・
嬉
野
・
大
村
・
諫
早
・
長
崎
市
）の

市
長
が
一
堂
に
会
し「
第
２
回
新
幹
線
５
市
サ
ミ
ッ

ト
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。長
崎
街
道（
別
名
シ
ュ

ガ
ー
ロ
ー
ド
）を
生
か
し
た
商
品
の
開
発
、地
域
が
連

携
し
た
観
光
の
推
進
な
ど
新
幹
線
の
効
果
・
必
要
性

な
ど
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。５
市
長

は
沿
線
地
域
の
発
展
に
向
け
更
な
る
連
携
・
協
力
す

る
こ
と
を
再
確
認
し
、九
州
新
幹
線
西
九
州
ル
ー
ト

の
早
期
整
備
に
向
け
、国
な
ど
関
係
機
関
に
対
し
合

同
で
要
望
す
る
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　

次
回
は
大
村
市
で
開
催
す
る
こ
と
も
決
ま
り
ま
し

た
。

　

第
11
回
大
村
市
顧
問
会
議
が
東
京
都
内
で
開
か
れ

ま
し
た
。市
側
か
ら
市
長
を
は
じ
め
5
人
が
出
席
し
、

大
村
市
に
ゆ
か
り
が
あ
り
大
企
業
な
ど
の
ト
ッ
プ
で

あ
る
顧
問
の
皆
さ
ん
に
、市
長
か
ら
市
の
現
状
や
展

望
な
ど
を
説
明
し
、意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。顧
問

の
皆
さ
ん
か
ら
は
、ふ
る
さ
と
大
村
の
飛
躍
、発
展
を

期
待
す
る
質
問
や
意
見
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

出
席
い
た
だ
い
た
顧
問
の
皆
さ
ん
は
、

　

奥
雅
春
氏（
ブ
リ
ヂ
ス
ト
ン
顧
問
）、紀
内
隆
宏
氏

（
全
国
市
町
村
振
興
協
会
顧
問
）、志
摩
篤
氏（
武
蔵
富

装
顧
問
）、杉
田
亮
毅
氏（
日
本
経
済
新
聞
社
代
表

取
締
役
会
長
）、中
西
英
介
氏（
元
S
U
M
C
O 

T
E
C
H
X
I
V
顧
問
）、錦
戸
忠
彦
氏（
独
立
法
人

宇
宙
航
空
研
究
開
発
機
構
嘱
託
）の
６
人
で
す
。

（
五
十
音
順
）

　

池
田
保
育
所
の
協
定
書
調
印
式

11/2

経
済
界
な
ど
の
ト
ッ
プ
が
ア
ド
バ
イ
ス

　
　
　

│
第
11
回
大
村
市
顧
問
会
議
│

11/13

第
２
回
新
幹
線
５
市
サ
ミ
ッ
ト

11/15

　

池
田
保
育
所
の
民
営
化
に
関
し
、
移
管
法

人
に
指
定
さ
れ
た
社
会
福
祉
法
人
新
城
保
育

園
と
移
管
に
関
す
る
協
定
書
の
調
印
式
を
行

い
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
池
田
保
育
所
は
4
月
1
日

か
ら
私
立
「
池
田
保
育
園
」
と
し
て
新
た
に

ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

左から　樋渡啓祐武雄市長、谷口太一郎嬉野市長、
　　　　松本崇大村市長、宮本明雄諫早市長、
　　　　田上富久長崎市長

宮本明雄
諫早市長

松本崇
大村市長

み や も と あ き  お

け
ん
い
ん

お
く
ま
さ
は
る

な
か
に
し
え
い
す
け

に
し
き
ど
た
だ
ひ
こ

き
う
ち
た
か
ひ
ろ

し  

ま 

あ
つ
し

す

ぎ

た 

り
ょ
う
き

ひわたしけいすけ

まつもとたかし

たうえとみひさ

みやもとあきお

たにぐちたいちろう

広報おおむら 2010 年 1 月号 4




